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１．序論 

（１）背景 

世界遺産条約の第 27 条は、「締約国の国民が自国

の文化遺産及び自然遺産を評価し及び尊重すること

を強化すべき」と明示している 1）。一方、観光ブーム

により、多くの世界遺産地に観光者が殺到し、世界

遺産の保護保全を脅かしている例もある。ユネスコ

前事務局長松浦晃一郎(2008)は、世界遺産の顕著な

普遍的価値を守っていく際に、観光者にも世界遺産

の価値を次世代に伝えるという義務を認識し、世界

遺産をじっくり鑑賞する姿勢が求められていると述

べた 2）。	

中国における世界遺産は 2016 年に 50 件に達し、

多くの観光者が世界遺産を訪れている。中国の山東

省にある泰山は 1987 年に第一期の世界複合遺産に

登録され、年間 500 万以上の観光者が泰山を訪問す

る。泰山は自然遺産１つ、文化遺産 6 つの登録基準

に満たし、多様な価値を持ち、その価値を表現して

いる構成資産も泰山の広い範囲内で点々と分布して

いる。しかし、泰山の観光利用において、観光者の

一部の区域への極端的な集中と短い滞在時間という

問題が指摘された(尹,2009)3）。これにより、観光者

が泰山の一部のみを鑑賞しており、世界遺産の多様

な価値を表現している構成資産に対する認識が偏っ

ている可能性がある	(王,2013)4）。	

泰山における世界遺産の教育普及及び持続的な観

光事業を実現するためには、観光者に泰山の構成資

産を偏りなく鑑賞させ、認識させることが重要であ

ると考えられる。そのため、構成資産に関する情報

提供の状況を把握し、観光者の認識の度合を確認す

ることが必要である。	

（２）目的 

本研究は泰山を対象地とし、世界遺産の構成資産

及びその観光整備と情報提供の現状を把握したうえ、

観光者が投稿した旅行記にみる泰山の構成資産に対

する認識の偏りを明らかにすることを目的とする。

さらに、観光整備・情報提供と観光者の認識の偏り

との関係を考察し、世界遺産の構成資産を偏りなく

認識させるための観光開発のあり方を検討する。	

（３）論文構成と研究方法 

1 章で研究の背景、目的、対象地の概要を示し、泰

山の観光整備の現状を整理する。	

2 章では、泰山の登録推薦書と世界遺産組織の評

価書をもとに、泰山の構成資産の位置と種類を把握

し、構成資産の評価点数を計算し、代表的な構成資

産を抽出する。	

3 章では現地調査を通して泰山の構成資産の現地

での情報提供の現状を把握する。各構成資産の情報

提供の状況を点数化する。	

4 章では、中国最大の旅行記ウェブサイト

「Mafengwo.cn」を選定し、観光者が投稿した旅行記

における各構成資産の出現頻度をもとに、観光者の

構成資産に対する認識を分析する。旅行記による分

析では、アンケート調査のような質問者が用意した

回答群に答える受け身の認識ではなく，観光者の主

体的な認識の度合いを把握することができる(伊

藤,2013)5）。	

5 章では、各章の結果を踏まえ、観光者の認識の偏

りと構成資産の観光整備及び情報提供との関係を総

合に考察する。	

6章では結論と展望を述べる。	

（４）研究対象地 

泰山は中国の山東省泰安市の北（泰山地区の広域

の一部が済南市）に位置し、古代皇帝の封禅注１の儀

式が行われる山であり、中国の十大名山の中の最も

尊い山とされている 6）(図 1)。泰山は壮麗な山岳景

観と豊富な歴史文化旧跡に恵まれ、自然の美と文化

の深みが融合している山である。1982 年に国家重点

風景名勝区、1987 年に世界複合遺産に登録し、多様

な価値を持っている。	
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世界遺産「泰山」の総面積が 250km²で、主峰は玉

皇頂(1532.7ｍ)である。現在観光開発が行われてい

る区域は泰山の主峰を中心としている森林区域、泰

山南麓にある泰安市の市街地、泰山の北西にある霊

岩寺である。泰安市までの交通手段は高速道路と鉄

道があり、世界遺産範囲内には、図 2 のように、石

の登山道、2 つの遊覧バス車道と 3 つのロープウェ

イが整備された。山頂までの登山ルートは4つあり、

それぞれの起点が紅門(南)・天外村(西)・天燭峰入

口(北東)・桃花峪入口(北西)で、旅行案内所が 5 箇

所に設置されている(図 2)。南に位置する鉄道駅に

近い区域を中心に観光整備が進んでいる。	

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

２．泰山の構成資産と評価点数化 

本章では中国政府による作成した泰山の世界遺産

登録推薦書『世界遺産：中国泰山』(1986)7）をもとに、

泰山の構成資産の名称、位置と種類を整理する(表

１)。さらに、世界遺産の諮問機関である ICOMOS の

評価書(1986)8）、IUCN の評価書(1987)9）、世界遺産委

員会（WHC）のホームページにある泰山の紹介文 10）

を加え、①登録推薦書－資産目録の章、②登録推薦

書－推薦理由の章、③諮問機関の評価、④世界遺産

委員会(WHC)の評価という４つの項目を立て、それぞ

れ言及した構成資産に１点を付け、構成資産の評価

点数を計算する(表 1)。最大の 4 点を得た構成資産

を泰山の代表的な構成資産とみなす。	

その結果、確認できた構成資産は 87件であり、そ

の位置により、大きく 9 つのエリアに分けられる	

(図 3)。泰山の構成資産は泰安市街地から泰山山頂

までの南麓エリア―中部エリア―岱頂エリアに集中

していることが示された。構成資産の種類について、

文化的資産(46 件)と自然的資産(41 件)に分けられ、

さらに文化的資産に古建築・石碑石刻・遺跡・古跡・

記念物、自然的資産に自然資源、古木、自然奇観の

具体的な 8 種類がみられ、構成資産の種類が多様で

ある。	

本研究で扱う泰山の代表的な構成資産は 10 件で

あり、南麓、中部、岱頂エリアのほか、泰山の北西

の霊岩寺エリアと泰山南麓と 35km 離れたその他(大

汶口遺跡)にも分布している。泰山の中心区域と離れ

ているエリアにも泰山の代表的な構成資産があるこ

とが示された(表 2)。	

	

	

	

	

	

 
図 1 泰安市と泰山の位置 

図２ 泰山の観光整備 

表 1 世界遺産「泰山」の構成資産リスト(一例) 

図３ 泰山の構成資産の位置とエリア区分 

表２ 泰山の代表的な構成資産 
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３．構成資産の現地での情報提供 

本章では泰山の構成資産の現地での情報提供の現

状を確認し、各構成資産の情報提供の度合を点数化

して情報提供の偏りを把握する。	

現地調査の結果をもとに、泰山にある主な情報媒

体を観光標識、紙媒体、ガイドに大別し、さらに観

光標識に指導標・案内板・解説板・標示碑、紙媒体

にパンフレット・地図・チケットに分類した。観光

標識は泰山全域に分布しており、設置数も多くて観

光者に目に触れることが多いと考えられる。紙媒体

における情報提供の形式が豊富で、ガイドによる解

説も構成資産への理解に非常に役が立つような内容

であるが、紙媒体の入手場所は限られており、ガイ

ドの解説に触れる観光者もごく一部である。情報媒

体の設置数が最も多い区域は南麓エリアであり、次

に岱頂エリア、中部エリアという順になることが示

された。	

個々の構成資産の情報提供の度合を把握するため

に、各情報媒体から表 3の 14項目を抽出し、構成資

産の情報提供の有無を確認し、情報提供のある項目

に 1とカウントし、足し算で点数化した。その結果、

構成資産の最大得点が 14点、最低得点は 0点で、全

体の平均得点は 4.1 点である。エリアごとの平均点

数を比較すると、最も高いエリアは南部の岱頂、中

部、西部エリア、最も低いエリアは北部の霊岩寺エ

リアと北麓エリアである(表 4)。構成資産の種類で

は、文化的資産、特に古建築に関する情報提供が多

く、自然的資産の自然奇観と古木の情報提供が少な

いことも示された。	

次に、情報提供の点数の上位 9 位の構成資産(15

件)を抽出した(表 5)。これらの構成資産も岱頂、中

部、西部、南麓エリアに集中している。これを 2 章

で確認した 10 件の代表的な構成資産と比較すると、

代表的な構成資産の半分以上(6 件)が情報提供の上

位資産に入ったが、泰山神啓蹕回鑾図・大汶口遺跡

という情報提供点数が低い構成資産もあることがみ

られた。	

 

 
   

 

 

 

４．旅行記にみる観光者の構成資産に対する認識 

本章では、観光者の立場から、泰山の構成資産に

対する認識の現況、特にその認識の偏りを確認する。

具体的な方法として、中国の最も利用率の高い旅行

記ウェブサイト「Mafengwo.cn」注2の泰山のホームペ

ージに投稿された旅行記を用い、単語の頻度調査を

行う。観光者の印象の強い構成資産を把握するため

に、集計方法は、旅行記の本文に対象単語が１回記

載された時、出現頻度に１とカウントする。	

（１）旅行記データの概要 

分析対象とする旅行記は2015年6月1日から2016

年 5月 31日までの 438 件の記事である。月ごとの投

稿数をみると、最大投稿数は 8 月で、最低投稿数は

12月で、月平均 36.5 件である。文字数について、平

均文字数は約 1,867 文字であり、3,000 字以下の旅

行記(365 件)は全体の 8 割以上を占めている。一つ

の記事に構成資産が多く記載されると、全体の単語

頻度に偏りが生じることから、文字数が 9,000 字以

上の記事は分析対象から外した。	

（２）旅行記における構成資産の出現頻度 

2章で確認した87件の構成資産の出現頻度に大き

な差が見られ、構成資産への認識に偏りがあること

がわかった。観光者の認識は特に上位 5 位の構成資

産に集中している(図 4)。	

表３ 構成資産の情報提供の点数化（一例） 

表４ エリアごとの情報提供の平均点数 

表５ 情報提供の上位９位の構成資産 
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エリアごとの構成資産の出現頻度の合計をみると、

多く記載されているエリアは岱頂、中部、南麓エリ

アである（図 5）。しかし、これらのエリアの出現頻

度に上位 5 位の構成資産の部分が大きいことがみら

れた(図 5)。また、同一エリア内でも、構成資産に対

する認識が偏っていることがわかった(図 6・図 7)。

一方、北麓、霊岩寺、西部エリアとその他のエリア

にある構成資産はあまり認識されていなかったこと

もわかった。構成資産の種類をみると、全体的に自

然的資産の出現頻度は文化的資産に比べてやや高い

ことがわかった。最も多く記載されたのが古建築と

自然資源の構成資産であり、自然的資産の古木、文

化的資産の石碑石刻及び記念物に対する認識は低い。	

次に、出現頻度の上位 10位の構成資産を抽出した

(表 6)。上位 10位の構成資産は岱頂エリアに集中し

ており、9 つのエリアの中の 4 つのみに分布してい

る。一方、全く記載されていない構成資産は 13件で

あり、主に霊岩寺エリアに集中している。	

（３）代表的な構成資産の出現頻度 

2章で確認した10件の代表的な構成資産の出現頻

度をみると、そのうち観光者に認識された上位10位

の構成資産に入ったのが 3 件のみである。また、霊

岩寺と大汶口遺跡の出現頻度は非常に少ない。観光

者に強く認識された構成資産と代表的な構成資産が	

 
 

	

	

ずれており、認識が極端に低い代表的な構成資産も

あることがわかった。一方、「世界遺産」「複合遺産」

などの世界遺産条約に関する単語の出現頻度がどれ

も 10回以下であり、観光者の世界遺産の概念に対す

る認識も非常に低いことがわかった。	

 
５. 総合考察 

本章では、各章の結果を踏まえ、観光者の構成資

産に対する認識の偏りと構成資産の観光整備及び情

報提供との関係を考察する。	

（１）エリアごとの観光現状と構成資産に対する認識 

3 章で確認したエリアごとの情報提供の平均点数

(図 8)と 4 章で確認したエリアごとの出現頻度の平

均頻度注 3(図 9)を比較すると、観光者に比較的に強

く認識されているエリアは山頂である岱頂エリアと

南の駅に近い南麓、中部エリア、また登山ルートで

ある天燭峰、桃花峪エリアであり、構成資産へのア

クセスと登山ルートの影響が大きいといえる。構成

資産に関する情報提供もアクセスが良いエリアに偏

っており、中心部と離れているエリアに関する情報

提供は不足で、さらに認識の偏りを強くした。一方、

情報提供の多い西部エリアはあまり認識されておら

ず、情報提供の質が低い可能性があると考えられる。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	
	

 
図４ 旅行記における87件の構成資産の出現頻度 

図５ エリアごとの構成資産の出現頻度の合計 

図６ 南麓エリアの出現頻度 図７ 天燭峰エリアの出現頻度 

表６ 出現頻度の上位10位の構成資産	

留学生特別賞（博士前期課程）梗概
世界遺産学研究 No. 3（2016） 

ISSN 2189-4728

76



 

	
 

 
 

（２）種類ごとの情報提供と構成資産に対する認識 

３章と４章で確認した種類ごとの構成資産の情報

提供と出現頻度の順位を比較した結果、種類ごとの

認識の度合と情報提供の度合の順序が同様な傾向が

ある。ただし、自然奇観は情報提供によらず、観光

者に強く認識されていることがみられた。自然奇観

という直観的な自然美は鑑賞・認識されやすいと考

えられる。	

（３）価値・情報・認識の上位の構成資産に関する考察 

本項は、代表的な構成資産と情報提供、認識の上

位の構成資産を比較し、その相違を考察する。考察

方法は、２章・３章・4章で抽出した価値・情報・認

識の上位の構成資産を取り上げ、3 つの項目にある

構成資産、2つの項目にある構成資産、1つの項目の

みにある構成資産を確認し、その要因を考察する。	

（ⅰ）３つの項目に入った構成資産 

3つの項目に共通している構成資産は岱廟(ID47)、

十八盤(ID46)、碧霞祠(ID48)の 3件のみである(表７

で淡い灰色に塗りつぶした行)。この 3件の構成資産	

	

	

	

 
 
 
 
は泰山の代表的な構成資産で、資産に関する情報提

供も充実であり、観光者にも強く認識されているこ

とがわかった。この状態は理想的であるが、これら

の構成資産は３件のみであり、ごく限られている現

状である。しかも、この 3 件の構成資産はともに古

代皇帝の封禅に関わる古建築であり、泰山の多様な

価値の一つのみに集中していることがわかった。	

（ⅱ）２つの項目に入った構成資産 

まず、代表的な構成資産と認識の上位資産に入っ

たが、情報提供の上位資産に入っていない構成資産

は見当たらない。代表的な構成資産を理解させるた

めに、情報提供の役割が大きいことが示された。	

代表的な構成資産と情報提供の上位の構成資産に

入ったが、認識の上位の構成資産に入っていない構

成資産は 3 件で、情報提供の質が低い可能性が示唆

された（表 7）。	

代表的な構成資産ではないが、情報提供と認識の

上位資産の両方に入った構成資産は 2 件で、これら

の構成資産はともに山頂にあり、泰山の観光のシン

図８ エリアごとの情報提供の平均点数 

図９ エリアごとの構成資産の平均頻度 

 

表７ 価値・情報・認識の上位にある構成資産 
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ボルとなりうる資産であり、注目されやすいためで

あると考えられる（表 7）。	

（ⅲ）１つの項目のみに入った構成資産 

代表的な構成資産のみに入った構成資産は 4 件で

ある(表 7)。霊岩寺(ID49)と大汶口遺跡(ID83)は泰

山の中心部と遠く離れており、交通アクセスが悪い

のが主な原因であると考えられる。しかし、ほかの

2 件はアクセスの良い南麓エリアに位置し、情報提

供が不足であることがみられ、認識が低い原因であ

ると考えられる。	

情報提供の上位のみに入った構成資産は 7 件であ

る(表 7)。情報はよく提供されているが、観光者にそ

の情報が適切に伝わっていなかった可能性が示唆さ

れた。情報提供を充実する際に、観光者の理解の度

合も考慮し、情報の質や新たな情報媒体の採用も重

要であると考えられる。	

構成資産の評価点数と情報提供によらず、観光者

に強く認識された構成資産は 5 件である(表 7)。山

頂にある泰山のシンボルとされている「南天門」と

自然気象のほか、天燭峰エリアにおける 2 件の自然

資源の構成資産もみられた。	

 
６. 結論と展望 

本研究を通して、観光者の泰山の各構成資産に対

する認識には大きな偏りがみられ、観光者の認識は

特に上位５位の構成資産に偏重していたことが	 	

わかった。泰山全体を観光エリアに分けて、観光の

中心部のエリアにある構成資産が認識されやすく、

中心部と離れたエリアにある構成資産は認識されに

くい傾向が示された。さらに、同一エリア内でも構

成資産への認識が偏っていることが明らかになった。

それらの偏りの要因として、南に位置する駅から構

成資産へのアクセスの便利性が高いことと情報提供

が多いことが原因であると考えられる。一方、観光

者によく認識されやすい構成資産と代表的な構成資

産は必ずしも一致しておらず、世界遺産としての泰

山に対する認識がまだ不十分であるといえる。また、

世界遺産の価値と情報提供によらず、観光者に強く

認識されている構成資産も存在しており、それらの

構成資産の魅力を再確認し、適切な保護と情報提供

を行う必要性も明確になった。	

観光者に世界遺産の構成資産を偏りなく認識させ

るための観光開発には、アクセスの改善のほか、構

成資産の全体への理解を促すような情報提供と、観

光者の認識の度合に基づく観光開発が求められる。

観光者の構成資産に対する認識の度合を常に確認し、

観光者に認識されにくい構成資産に対する適切な観

光開発の促進と、観光者に認識されやすい構成資産

と認識の低い構成資産を組み合わせる観光開発が求

められる。	

今後、観光者の構成資産に対する具体的な記載内

容に目を向けて、構成資産の価値伝達の度合を確認

することが課題となる。	

 
注：	

注 1)	封禅は中国の帝王が泰山で祭祀活動を行うことを指す。	

注 2)	2015年 8月勁旅網の統計によるランキングである。

http://www.ctcnn.com/html/2015-08-26/15750666.html	

(2015年 8月 26日参照)		

注 3)	エリアごとの出現頻度の平均頻度＝エリアの出現頻度の合

計/エリアの構成資産数。	
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